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＜福島第一原子力発電所プラント状況等のお知らせ＞ 

（日報：平成25年９月７日 午後３時現在） 
 

平成 25 年９月７日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

福島第一原子力発電所 
 
福島第一原子力発電所は全号機（１～６号機）停止しています。 

 
１号機（廃止） 

・ 平成23年３月12日午後３時36分頃、直下型の大きな揺れが発生し、１号機付近で大きな音が

あり白煙が発生しました。水素爆発を起こした可能性が考えられます。 

・ 平成23年 12月 10日午前10時 11分、給水系配管からの注水に加え、炉心スプレイ系注水配管

から原子炉への注水を開始しました。 

現在の注水量は給水系配管から約 2.4ｍ３／時、炉心スプレイ系注水配管から約 1.8ｍ３／時です。 

・ 平成23年４月７日午前１時31分、原子炉格納容器内へ窒素ガスの注入を開始しました。 

・ 平成23年８月10日午前11時 22分、使用済燃料プール冷却浄化系の代替冷却装置によるプー

ル水の循環冷却を開始しました。 

・ 平成23年 11月 30日午後４時４分、原子炉圧力容器へ窒素封入操作を開始しました。 

・ 平成23年 12月 19日午後６時、原子炉格納容器ガス管理システムの本格運用を開始しました。 

・ 平成25年７月９日午前10時 25分、サプレッションチェンバにおける残留水素の排出、および

サプレッションチェンバ内の水の放射線分解による影響を確認するため、窒素ガス封入を開始

しました。 

 

２号機（廃止） 

・ 平成23年３月15日午前６時頃に圧力抑制室付近で異音が発生、同室の圧力が低下しました。 

・ 平成23年９月14日午後２時59分、給水系配管からの注水に加え、炉心スプレイ系注水配管か

ら原子炉への注水を開始しました。 

現在の注水量は給水系配管から約 1.8ｍ３／時、炉心スプレイ系注水配管から約 3.4ｍ３／時です。 

・ 平成23年５月31日午後５時21分、使用済燃料プール冷却浄化系の代替冷却装置によるプール

水の循環冷却を開始しました。 

・ 平成23年６月28日午後８時６分、原子炉格納容器内へ窒素ガスの注入を開始しました。 

・ 平成23年 10月 28日午後６時、原子炉格納容器ガス管理システムの本格運用を開始しました。 

・ 平成23年 12月１日午前10時 46分、原子炉圧力容器へ窒素封入操作を開始しました。 

・ 平成25年４月１日午前０時、原子炉建屋排気設備の調整運転において異常が見られないことか

ら、本格運用に移行しました。 
 

３号機（廃止） 

・ 平成 23年３月 14日午前11時１分頃、１号機同様大きな音とともに白煙が発生したことから、

水素爆発を起こした可能性が考えられます。 

・ 平成 23 年９月１日午後２時 58 分、給水系配管からの注水に加え、炉心スプレイ系注水配管か

ら原子炉への注水を開始しました。 

現在の注水量は給水系配管から約 1.9ｍ３／時、炉心スプレイ系注水配管から約 3.4ｍ３／時です。 

・ 平成23年６月30日午後７時47分、使用済燃料プール冷却浄化系の代替冷却装置によるプール

水の循環冷却を開始しました。 

・ 平成23年７月14日午後８時１分、原子炉格納容器内へ窒素ガスの注入を開始しました。 

・ 平成23年 11月 30日午後４時26分、原子炉圧力容器へ窒素封入操作を開始しました。 

・ 平成24年３月14日午後７時、原子炉格納容器ガス管理システムの本格運用を開始しました。 
 

新規事項は下線部 



 2

４号機（廃止） 

・ 平成 23 年３月 15 日午前６時頃、大きな音が発生し、原子炉建屋５階屋根付近に損傷を確認し

ました。 

・ 平成23年７月31日午後０時44分、使用済燃料プール冷却浄化系の代替冷却装置によるプール

水の循環冷却を開始しました。 

 

５号機（定期検査で停止中） 

・ 安全上の問題がない原子炉水位を確保しています。 

・ 平成 23 年３月 19 日午前５時、残留熱除去系ポンプを起動し、使用済燃料プールの冷却を開始

しました。 

・ 平成23年７月15日午後２時45分、残留熱除去海水系ポンプ(Ｂ系)による残留熱除去系（Ｂ系）

の運転を開始しました。 

・ 平成24年５月29日午前10時 33分、これまで機器ハッチを開口することにより行っていた原

子炉格納容器内の排気について、原子炉格納容器内より直接行うため、震災以降停止していた

原子炉格納容器排気ファンを起動しました。その後、影響は確認されなかったことから平成24

年６月１日午前10時 30分、連続運転を開始しました。 

・ 平成 24 年８月 29 日午後１時、補機冷却海水系ポンプ（Ａ）の復旧作業が完了し、本格運用を

開始しました。これにより３台の補機冷却海水系ポンプが復旧しました。 

・ 残留熱除去海水系ポンプ（Ａ）および（Ｃ）の復旧作業が完了し、平成24年８月30日午前11

時 33分、残留熱除去系（Ａ）を起動しました。運転状態に異常がないことから、残留熱除去系

（Ａ）の本格運用を開始しました。これにより、本設の残留熱除去系はＡ系とＢ系の両系統が

復旧しました。 

 

６号機（定期検査で停止中） 

・ 安全上の問題がない原子炉水位を確保しています。 

・ 平成 23 年３月19日午後10時14分、残留熱除去系ポンプを起動し、使用済燃料プールの冷却を開始し

ました。 

・ 平成23年９月15日午後２時33分、原子炉は残留熱除去系、使用済燃料プールは補機冷却系お

よび燃料プール冷却系、各々の系統による冷却を開始しました。 

・ 平成 24 年５月 15 日午後２時 20 分、これまで機器ハッチを開口することにより行っていた原 

子炉格納容器内の排気について、原子炉格納容器内より直接行うため、震災以降停止していた

原子炉格納容器排気ファンを起動しました。その後、影響は確認されなかったことから平成24

年５月18日午後２時12分、連続運転を開始しました。 

 

その他 

・ 平成 23 年６月 17 日午後８時、水処理設備において滞留水の処理を開始しました。また、７月
２日午後６時、水処理設備による処理水を、バッファタンクを経由して原子炉へ注水する循環
注水冷却を開始しました。その後、平成 25 年７月５日、原子炉注水系信頼性向上対策として、
復水貯蔵タンク炉注水系による１～３号機原子炉注水の運用を開始しました。 

・ 平成23年８月19日午後７時41分、セシウム吸着装置から除染装置へのラインと第二セシウム

吸着装置の処理ラインの並列運転による滞留水の処理を開始しました。 

・ 平成 23 年 10 月７日午後２時６分、伐採木の自然発火防止や粉塵の飛散防止を目的とした構内

散水を、５，６号機滞留水浄化後の水を利用し、開始しました。 

・ 地下水による海洋汚染拡大防止を目的として、平成23年 10月 28日、１～４号機の既設護岸の

前面に海側遮水壁の設置に関する工事に着手しました。 

・ 所内共通ディーゼル発電機（Ｂ）については、これまで復旧作業を進めてきましたが、平成24

年 12月 26日午前0時、所内共通ディーゼル発電機（Ａ）に加えて、保安規定第131条に定め

る異常時の措置の活動を行うために必要な所内共通ディーゼル発電機として運用開始しました。 
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・ 平成25年３月30日午前９時56分、多核種除去設備（ＡＬＰＳ）の３系統（Ａ～Ｃ）のうちＡ

系統において、水処理設備で処理した廃液を用いた試験（ホット試験）を開始しました。 

平成25年６月13日午前９時49分、多核種除去設備（ＡＬＰＳ）Ｂ系統において、水処理設備

で処理した廃液を用いた試験（ホット試験）を開始しました。 
平成25年６月15日午後11時頃、多核種除去設備Ａ系（水処理設備で処理した廃液を用いた試
験運転）のバッチ処理タンク（２Ａ）において、当社社員が結露状況を確認した際に、当該タ
ンク下の漏えい水受けパン内に、変色（茶色）した水の滴下跡があることを発見しました。水
の滴下跡は、当該タンクの漏えい水受けパン内にあるため、当該設備より外部への漏えいの可
能性はありません。 
多核種除去設備Ａ系を６月16日午後６時17分より停止操作を開始し、同日午後11時 20分に
停止しました。 
８月８日午後０時55分、現在多核種除却設備Ａ系で実施している腐食防止対策をＢ系でも実施
するため、Ｂ系を停止しました。 

・ 平成25年７月１日、地下貯水槽の汚染水は全て移送を終了していますが、拡散防止対策および
サンプリングは継続して実施中です。 
＜拡散防止対策＞ 
地下貯水槽漏えい検知孔水（No.１北東側、No.２北東側、No.３南西側）の全ベータ放射能濃
度の低下が緩やかであることから、地下貯水槽No.１～３にろ過水または淡水化装置（RO）処
理水（全ベータ放射能濃度：約１×101Bq/cm3）を移送し希釈する処置を適宜実施しました。 

  ［最新の希釈実績］ 
・地下貯水槽No.１（６月19日～）：８月３日、約60ｍ3のろ過水を注水。 
・地下貯水槽No.２（６月27日～）：８月１日、約60ｍ3のろ過水を注水。 
・地下貯水槽No.３（７月24日～）：８月12日、約107ｍ3の当該地下貯水槽ドレン孔水（北

東側）を注水。 
９月６日、７日地下貯水槽No.１～３の漏えい検知孔内に漏えいした水を仮設地上タンクへ、
地下貯水槽 No.１，２のドレン孔内に漏えいした水を当該地下貯水槽内へ移送する処置を実
施しました。 

＜サンプリング実績＞ 
９月６日、地下貯水槽No.１～７のドレン孔水（14箇所）、地下貯水槽No.１～４，６の漏え
い検知孔水（10箇所のうち２箇所は試料採取不可）、地下貯水槽観測孔（22箇所）について
サンプリングを実施しました。分析結果については、前回（９月５日採取）実施したサンプ
リングの分析結果と比較して大きな変動は確認されませんでした。 

・ １～４号機タービン建屋東側に観測孔を設置し地下水を採取、分析しており、平成 25 年６月

19日、１，２号機間の観測孔において、トリチウムおよびストロンチウムが高い値で検出され

たことを公表し、監視を強化するとともに、１，２号機タービン建屋東側に設置したウェルポ

イントおよび集水ピット（南）から地下水をくみ上げ中です。 

地下水観測孔No.1-9のガンマ核種、全ベータおよびトリチウムの分析を実施しました。 
＜地下水観測孔No.1-9（９月３日採取分）＞ 
セシウム134：170 Bq/L（お知らせ済み） 
セシウム137：380 Bq/L（お知らせ済み） 
全ベータ：470 Bq/L（お知らせ済み） 
トリチウム：670Bq/L 

測定の結果、地下水観測孔No.1-9のトリチウムについては取水路内海水と比較して低い値でし

た。今後も分析を継続し傾向の監視をしてまいります。 

＜最新の地下水移送実績＞ 
８月31日午後３時50分、ウェルポイントおよび集水ピット（南）から２号機立坑Ｃへの移
送を停止し、同日午後３時55分、２号機タービン建屋への移送を開始しました。 
９月３日から９月13日の日中時間帯に２号機立抗Ｂ水（トレンチ閉塞により集められた水）
を２号機タービン建屋へ移送するため、ウェルポイントおよび集水ピット（南）地下水の移
送先を順次切り替えを実施中です。 

＜最新の実績＞ 
９月７日午後０時49分ウェルポイントおよび集水ピット（南）地下水の移送先を２号機ター
ビン建屋から２号機立坑Ｃへ切替を実施しました。同日午後１時１分から午後１時３分にか
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けて２号機立坑Ｂ水を２号機タービン建屋への移送し、全ての移送が終了しました。その後、
午後１時 33 分、ウェルポイントおよび集水ピット（南）地下水の移送先を２号機立坑Ｃか
ら２号機タービン建屋へ切替を実施しました。 

・ 平成25年８月22日午後２時55分、２号機タービン建屋東側に設置されている２号機分岐トレ
ンチ（立坑Ｂおよび電源ケーブルトレンチ）の閉塞を行うため、当該トレンチ内に滞留してい
る汚染水を２号機タービン建屋へ移送を開始しました。８月 24 日午後１時 16 分、移送を停止
し、全ての移送を終了しました。８月 31 日午後１時３分から午後３時 32分にかけて、２号機
立坑Ｂの溜まり水（トレンチ閉塞作業により集められた水）を２号機タービン建屋へ移送を実
施しました。 

・ 平成25年６月30日午前０時、入退域管理棟の運用を開始しました。 
・ 平成25年８月19日午前10時４分頃、免震重要棟前に設置している連続ダストモニタで放射能

濃度が高いことを示す警報（放射能高高警報）が発生しました。そのため、同日午前 10 時 15
分に発電所内の全面（半面）マスク着用省略可能エリアでのマスク着用を指示しました。 
８月 29日、飛散防止剤を散布したうえで午後１時15分から午後２時３分の間、３号機原子炉
建屋上部瓦礫撤去作業を一時的に実施し、この間に３号機原子炉建屋上部のダストを採取しま
した。その結果、３号機原子炉建屋上部は最高でセシウム137が 1.7×10-2Bq/cm3であり、瓦礫
撤去作業未実施時（８月22日）の分析結果と比較して約７倍高くなっており、３号機原子炉建
屋上部瓦礫撤去作業により空気中放射性物質濃度が上昇することを確認しました。また、福島
第一原子力発電所構内のダスト分析結果において、３号機原子炉建屋の風下に位置する３、４
号機法面および企業棟で若干のダスト濃度上昇が確認されましたが、３号機原子炉建屋に最も
近い３、４号機法面でセシウム 134 が 3.1×10-6Bq/cm3、セシウム 137 が 9.1×10-6 Bq/cm3であ
り、全面（半面）マスク着用基準である 2.0×10-4 Bq/cm3 および連続ダストモニタで放射能濃
度が高いことを示す警報（放射能高高警報）が発生する基準である1.0×10-4Bq/cm3を十分下回
っております。発電所構内の空気中放射性物質濃度が、全面（半面）マスク着用基準および連
続ダストモニタ高高警報値を十分下回っていることを踏まえ、全面（半面）マスク着用省略可
能エリアでの着用マスクに防塵マスク（ＤＳ２／Ｎ９５）を加える運用を９月１日午前０時か
ら開始しました。 

・ 平成 25 年８月 19 日、発電所構内Ｈ４エリアのタンク堰内および堰のドレン弁の外側に水溜ま
りがあることを確認しました。Ｈ４エリア内のⅠグループ No.５タンク近傍の底部で水の広が
りがあることから、当該タンクの水位を確認した結果、現時点で約３ｍ水位が低下（水量：約
300ｍ３）していることを確認しました。堰内の水は一部回収を実施していますが、ドレン弁を
通して堰外へ出ていると思われることから周辺の土壌の回収を行うとともに広がりの範囲につ
いて引き続き調査を実施します。その後、Ｈ４エリアタンクの東側にある排水路の壁面におい
て筋状の流れた痕跡があり、当該部の表面線量当量率が最大６mSv/時（γ＋β線（70μｍ線量
当量率））であることを確認しました。このことから、汚染した土砂等が排水路に流れた可能性
があるとし、今後、詳細な調査および評価を行います。 

８月22日、Ｈ４エリアⅠグループNo.５タンク内の水および仮設タンクに回収していた水（堰

内に溜まっていた水）をＨ４エリア内のＢグループNo.10タンクへ移送を完了しました。 

８月22日、漏えいしたタンクと同様のフランジ型の他エリアのタンクについて総点検（外観点
検、線量測定）を実施しました。タンクおよびドレン弁の外観点検において、漏えいおよび水
溜まりは確認されませんでしたが、Ｈ３エリアのタンク周辺において、部分的に線量が高い箇
所（２箇所）を確認しました。当該箇所は乾燥しており、堰内および堰外への流出は確認され
ませんでした。また、当該タンクの水位は受け入れ時と変化がないことを確認しました。 
また、５，６号機の滞留水の保管等に使用しているフランジタイプタンクの健全性確認（外観
目視確認、水位確認）を８月26日までに実施し、異常が無いことを確認しました。 
漏えいが発生したＨ４エリア内のＨ４エリアⅠグループ No.５タンクについて確認を行ってい
たところ、当該タンク含む３基（Ｈ４エリアⅠグループ No.５タンク、Ｈ４エリアⅠグループ
No.10 タンク、Ｈ４エリアⅡグループ No.３タンク）が当初Ｈ１エリアに設置されていたこと、
Ｈ１エリアで当該タンクが設置された基礎で、地盤沈下が起こったため、Ｈ２エリアに設置す
る計画でしたが、実際には、Ｈ４エリアに設置されていることが判明しました。No.５タンクか
らの水漏れと、Ｈ１エリアの基礎が地盤沈下した際に設置していた経過があることの因果関係
は不明ですが、漏えいリスクの低減対策として、タンク内の水の移送を実施しました。 

＜最新の移送実績＞ 

・８月 25 日午後３時 57 分より、Ｈ４エリアⅠグループ No.10 タンクからＨ４エリアＢグルー
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プ No.10タンクへの移送を開始しました。 

・８月29日午前10時 30分より、Ｈ４エリアⅡグループNo.３タンクからＨ４エリアＢグルー

プ No.10 タンクへの移送を開始しました。９月２日午前 11 時３分、降雨対策のため移送を

停止しました。 
８月31日のパトロールにおいて、４箇所の高線量当量率箇所（β＋γ線（70μｍ線量当量率））
を確認しましたが、関連する全てのタンクの水位に低下は見られず、排水弁も閉としているた
め、堰外への漏えいはないと評価しました。 

このうち、Ｈ５エリアⅣグループNo.５タンクとＨ５エリアⅣグループNo.６タンクの連結配管
部の上部にある配管の保温材を押したところ、滴下が確認されたことから、滴下した床面を測
定したところ、約230mSv/時であることを確認しました。当該の連結配管からの滴下は継続して
おりませんが、当該配管下部の床面に大きさ約20cm×約20cmの変色箇所（乾いた状態）があり、
その後、当該部の保温材を外して確認したところ、各タンクと連結配管を接続している隔離弁
(２弁)のうち、No.５タンク側の隔離弁と連結配管を繋いでいるフランジ部より約 90 秒に１滴
の滴下があることを確認したことから、同日、当該フランジ部に吸着マットを巻き付け、ビニ
ール養生を施すとともに、当該フランジ部の床面にドレン受けを設置しました。なお、当該連
結配管の隔離弁(２弁)については、No.５側および No.６側のどちらも閉められていたことを確
認しております。９月１日、当該部のフランジボルト12本の増し締めを実施し、漏えいがない
ことを確認しました。念のためＨ５エリアⅣグループNo.５タンク、Ｈ５エリアⅣグループNo.
６のタンクの水位レベルの測定を実施し変動のないことを確認しました。 
＜最新のパトロール結果＞ 

９月６日のパトロールにおいて、高線量当量率箇所（β＋γ線（70μｍ線量当量率））は確
認されませんでした。高線量当量率箇所が確認されなかった原因としては、雨水の影響が考
えられます。また、目視点検によりタンク全数に漏えい等がないことも確認しました。 

８月22日のＨ４エリア以外のタンク総点検（外観点検、線量測定）において確認された、部分
的に線量が高いタンク（Ｈ３エリアＢグループNo.４タンク、Ｈ３エリアＡグループNo.10タン
ク）について、これらのタンクの外部に水の滴下等は確認されていませんが、念のため、８月
29日から９月17日までの間でタンク内の水をRO廃液供給タンクへ移送予定です。 
今回のタンクからの漏えいを踏まえ、福島第一南放水口付近、Ｈ４エリア付近Ｂ－Ｃ排水路合
流地点、Ｂ排水路内３地点（Ｂ－１～３）、Ｂ排水路ふれあい交差点近傍、Ｃ排水路正門近傍、
Ｃ排水路30m盤出口で水を採取し、核種分析を実施（９月６日採取）しました。分析結果は、前
回（９月５日採取）の測定結果と比較して大きな変動はありませんでした。 
９月５日、地下水バイパス揚水井№７～12（６箇所）の水についてサンプリングを実施しまし
た。分析結果は、前回（９月４日採取）の測定値と比較して大きな変動はありませんでした。
今後も継続して経過を観察してまいります。 
新たにＨ４エリアタンク周辺に設置した観測孔（Ｅ－２：漏えいが発生したＨ４エリアⅠグル
ープNo.５タンクのある堰の南側）で採取した水の全ベータおよびトリチウムの分析を実施しま
した。 
＜新規観測孔Ｅ－２（９月４日採取分）＞ 

全ベータ：650 Bq/L（お知らせ済み） 
トリチウム：検出限界値未満【検出限界値：120Bq/L】 

   今回の測定結果により、雨水などで希釈された汚染水が土壌に浸透し、当該地点における地下水
への到達の有無も含めて、今後も分析を継続し傾向の監視を行ってまいります。また、Ｈ４エリ
アタンク周辺の他観測孔の分析を行い、タンク漏えい水が土壌に浸透した範囲の特定を実施して
まいります。 

・ １～４号機建屋に隣接している井戸（サブドレンピット）の浄化試験をした結果、ピット内の
溜まり水から放射性物質が検出されており、その流入経路としてフォールアウトの可能性があ
ることから、新たに１～４号機建屋周辺に観測井を設置し、フォールアウトの影響について確
認することとしております。 

・ 平成25年８月24日午前10時 38分、３号機タービン建屋地下から集中廃棄物処理施設（雑固
体廃棄物減容処理建屋［高温焼却炉建屋］）へ溜まり水の移送を開始ました。 

・ 平成 25 年８月 27 日午後５時、４号機原子炉ウェル、原子炉圧力容器、使用済燃料プール内の
ガレキ撤去および炉内機器の移動作業を開始しました。 

・ 平成25年９月５日午前８時40分頃、３号機原子炉建屋上部の瓦礫撤去作業に使用している600
トンクローラクレーンのジブ部（クレーンの腕部分）が伏せた状態となっており、主マストと
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の接合部材が損傷していることを当社社員が確認しました。けが人はなく、他設備の損傷につ
いても確認されておりません。また３号機プラントパラメータ等に異常は確認されておりませ
ん。 
その後、当該クレーンをより安全な状態とするため、９月５日午後８時20分から午後11時 55
分にかけて、他のクレーンにより当該クレーンの吊フック部を吊り上げて当該クレーンを旋回
させ、伏せた状態にあったジブ先端部および吊フック部を３号機廃棄物処理建屋西側の地面に
着座させました。 

 

以 上 


